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歩数と歩幅の問題・２ 

 

太郎君が１２歩で進む道のりを次郎君は１６歩で進みます。地下鉄のＡ駅からＢ駅まで，８０４ｍの動く

歩道が通じており，（太郎君の歩く速さ）：（次郎君の歩く速さ）：（動く歩道の速さ）＝１０：９：５です。

太郎君と次郎君が動く歩道の上を歩いたり立ち止まったりしてＡ駅からＢ駅に向かったところ，太郎君は１

０分３０秒かかり，次郎君は８分５１秒かかりました。次郎君が歩いていた時間は太郎君より１分２７秒多

く，太郎君より２７０歩多く歩きました。太郎君の歩幅は何㎝ですか。 

 

 

  

最難関問題 
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歩数と歩幅の問題・２ ８０㎝ 

 

 Ａ駅からＢ駅に進む時間について整理をすると，次のようになります。 

 

 

 

 

 

 ２人とも立ち止まっていた時間に，２人は等しい距離を進んでいるので，残りの距離も等しくなります。

つまり，太郎が動く歩道の上を歩くことで進んだ距離と１分２７秒＋１分３９秒＝１.４５分＋１.６５分＝

３.１分動く歩道の上を立ち止まって進んだ距離の和は，次郎が動く歩道の上を歩くことで進んだ距離と等

しくなります。 

 動く歩道の速さを⑤とすると，太郎が動く歩道の上を歩くときの速さは⑩＋⑤＝⑮，次郎が動く歩道の上

を歩くときの速さは⑨＋⑤＝⑭です。太郎が歩いた時間を□分とすると， 

⑮×□＋⑤×３.１＝⑭×（□＋１.４５）より， 

⑮×□＋ 15.5 ＝⑭×□＋ 20.3 となるので，①×□＝ 4.8 より，□＝4.8 分です。 

 太郎君と次郎君の歩幅の比は，１２：１６＝３：４の逆比で４：３ですから，等しい時間に歩く歩数の比

は，（１０÷４）：（９÷３）＝５：６です。太郎は４.８分歩き，次郎は４.８＋１.４５＝６.２５（分）歩い

たので，歩いた歩数の比は（５×４.８）：（６×６.２５）＝１６：２５であり，比の差の２５－１６＝９が

２７０歩にあたるので，太郎君は１６×
２７０

９
＝４８０（歩）歩いたことがわかります。また，太郎君が

歩くことで進んだ距離と動く歩道によって進んだ距離の比は⑩×４.８：⑤×１０.５＝３２：３５です。 

８０４×
３２

３２＋３５
＝３８４（ｍ）より，太郎君の歩幅は３８４÷４８０＝０.８（ｍ）となるので， 

８０㎝です。 

最難関問題 

   10分 30秒 

8分 51秒 
次郎が歩いた時間 

太郎が歩いた時間 

1分 27秒 1分 39秒 

２人とも立ち止まっていた時間 

10分 30秒－8分 51秒＝ 

□分 


